
 

料金徴収業務委託業務提案書に係る説明書 

 

静岡県道路公社が発注する令和 3年度料金徴収業務委託に係る入札公告（総合評価落札方式（提

案評価方式）事前審査型）（以下「公告」という。）に係る入札に参加する者は、公告及びこの料金

徴収業務委託業務提案書に係る説明書（以下「説明書」という。）に基づき、業務提案書を作成し

てください。 

 

１ この説明書の対象とする公告 

（１）入札公告日  令和 3年 11 月 19 日 

（２）入札執行者  静岡県道路公社理事長 矢野弘典 

（３）入札番号及び委託業務の名称 

入札番号 第 1002 号 令和 3年度 有料道路「伊豆中央道」料金徴収業務委託 

入札番号 第 1003 号 令和 3年度 有料道路「修善寺道路」料金徴収業務委託 

入札番号 第 1004 号 令和 3年度 一般自動車道「伊豆スカイライン」料金徴収業務委託 

入札番号 第 1005 号 令和 3年度 一般自動車道「箱根スカイライン」料金徴収業務委託 

入札番号 第 1006 号 令和 3年度 有料道路「浜名湖新橋」料金徴収業務委託 

 

２ 業務提案書の提出 

（１）提出期間 

   公告 9（2）アに示すとおり 

（２）提出方法 

   必ず入札書と共に提出すること 

（３）提出内容 

  ア 業務提案書 表紙（様式第 1号）      1 部 

  イ 業務提案書 提案（様式第 2-1 号～2-4 号） 7 部（うち 1部はアと共に綴じ込むこと） 

ウ 提出時の注意点 

  ・ア 1部は必ずイ 1部と添付書類及び補足資料を全て左肩で綴じ込んで一体にして提出す

ること。 

・イ 6部は、それぞれ様式第 2-1 号～2-4 号の 4枚及び補足資料 1枚を左肩で綴じ込んで

提出すること。 

 

３ 業務提案書の作成 

ア 作成方法 

   別表に基づき作成すること。書類の作成に用いる言語は日本語、通貨は日本円、単位は日本

の標準時及び計量法によるものとし、文字サイズは 11ポイント以上とする。 

 イ 業務提案書の効力 

   業務提案書に記載した内容は、落札者となり契約に至った場合には履行義務を伴う。 

ウ 業務提案書の無効 

   この説明書及び書式に示された条件に適合しない業務提案書は、手続き上無効として取扱う。 



 

４ 業務提案書の評価基準 

  入札結果及び業務提案書による評価基準は、公告に示すとおり。 

 

別表 業務提案書の作成要領 

業務提案書の記載項目 記載内容に関する留意事項 

共通事項 

・1 項目につき様式Ａ4 版 1 枚(片面)を記載することとし、

概念図、出典の明示できる図表、既往成果、写真等を用い

ることができる。 

・補足資料として、自由様式で全項目合わせてＡ4版 1枚(両

面)のみ、添付することを認める。 

・提案者名（会社名、担当者名等）が分かる記載は一切しな

いこと。 
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務
実
施
体
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公的機関からの 

表彰等の有無 

・平成 28年 10 月以降に公的機関等から表彰を受けていると 

きは、その内容を記載の上、表彰状の写しを添付すること。 

・ISO9001、ISO14001、OHSAS18001 等の認証を取得している

ときは、その内容を記載の上、認証証明書等の写しを添付

すること。 
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2-1 即時対応体制 

・緊急時、トラブル発生時、従業員の新型コロナウィルス感

染時（疑いの場合も含む）等における、会社と現場（料金

所）の連絡体制、料金所対応についての意思決定方法と行

動の流れ等、即時対応が求められる事案発生時の対応方針

と体制について記載すること。 

2-2 

料金所全体の 

従業員雇用・教育 

方法と運営体制 

・責任者、徴収員等の従業員にどのような人材をどういった

方法で雇用し、配置する予定か。またどのように接遇指導

や教育をする予定かについて記載すること。 

・良質な料金所運営を行うために、人間関係や規律、職場環

境など、何を重視し、どのような環境を整え、どのような

体制で料金所を運営する予定かを記載すること。 

・該当路線の特性や過去の取組事例の実績等を踏まえ、可能

な限り具体的に記載すること。 
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料金所における 

不正行為の防止 

対策の提案 

・いかにして料金所勤務者のコンプライアンスを徹底し、ど

のように不正を起こさない人材教育を行い、不正が起こら

ない環境づくりを実施するか、という観点で検討の上、実

施できる不正防止対策を提案すること。 

・過去の取組事例の実績等を踏まえ、可能な限り具体的に提

案すること。 

2-4 

料金所における 

利用客の好感度 

を上げるための 

対策の提案 

・利用客に快く有料道路を通行してもらい好感度を上げるた

めには、料金所でどのような対応ができるか、いかにいい

印象を与え、満足してもらえるかという観点から幅広い視

野でサービス対策を検討し、実施できる内容を記載するこ

と。 

・該当路線の特性や過去の取組事例の実績等を踏まえ、可能

な限り具体的に記載すること。 


